
マグホワイトによる大豆のカドミウム吸収抑制効果 

農村工学研究所 資源循環工学研究領域 生態工学担当 

日本のドジョウの遺伝集団分布図 

農業水路等の水利施設の生態系保全に向けて，我が国
における水田水域の代表種であるドジョウの遺伝集団分
布図を作成しました。 

研究のポイント 

 農業農村整備事業における生態系配慮には，生物生
息環境や種保全だけでなく，遺伝的多様性について
の理解や配慮も必要となっています。 

 遺伝的多様性は同一種内における複数の遺伝集団
によって支えられていますが，国内スケールで解明す
るには，大規模なサンプル採捕を伴います。 

 ドジョウは全国各地に生息していますが，近年の環境
変化等によってその数は減少し，国内における遺伝
集団の存在とその分布の解明が求められています。 

研究の背景 

本遺伝集団の分布図には，以下の特徴があります。 

 分布図の作成には，40道府県123市町村で採捕され
た444個体についての，ミトコンドリアDNAのシトク
ロームb遺伝子の塩基配列を利用しました。 

 3つの遺伝集団が確認され，それぞれ近縁個体との
繋がりから，ロシア（ヨーロッパ）系，中国系，在来系と
名付けました。 

 ロシア系は関東北部から北に点在する集団です。 

 中国系は東北南部から西を主体に分布する集団です。 

 在来系は全国的に広がっている集団です。 

分布図の概要 

農業農村整備事業の受益地区内でも，魚類等に遺伝子
の違いが見られることがあります。そこで，この違いを評
価する基準を設定し，今後の生態系配慮における注目
すべき遺伝集団として活かしていくことを提案します。 

「注目すべき遺伝集団」の概念導入に向けて 

地点数：8 
ハプロタイプ数：11 
個体数：15 

地点数：27 
ハプロタイプ数：19 
個体数：63 

地点数：114 
ハプロタイプ数：117 
個体数：366 

日本におけるドジョウの遺伝集団分布図 

ロシア（ヨーロッパ）系 

中国系 

在来系 

関東北部から北に点在する。 

東北南部から西に分布する。 

全国的に分布する。 


